
 

 
 
 

いよいよ今年もあとわずか。薪ストーブの火が恋しい季節になりました。 

今号は、新しいかたちを模索した「風と土のかたち」展や同時開催の実技講習会の報告を中心にお届けします。 
 
  
 

2008年11月10日から16日までの7日間、窓から覗く紅葉の美しい季節、旧矢持小学校校舎が会場という、今ま
でにない試みの中で、出品者４６人、作品数約１００点の充実した展覧会を開催することができました。 
 旧校舎の教室、廊下、和室などを使用し、木工芸・陶芸・染織・照明器具などのクラフト作品、木馬彫刻や油画・
日本画などの絵画、様々な素材を使った多様な立体造形の数々、インスタレーション作品、地域の方々の陶芸およ
び木工旋盤の講座作品など、多くの出品を得て、素敵な作品達が語りかけてくる多様性豊かな、いきいきとした展
覧会となりました。また、本法人の日頃の実技講習会や穴窯焼成などの活動を紹介する展示も併せて行ないました。  
9日の作品搬入後のギャラリートークでは、参加者自身の作品についての制作姿勢や種明かしなどの貴重な話も伺

うことができ、「ものづくり」が「ひと」と「ひと」を「つなぐ」、そんな一コマであったかなと実感することがで
きました。 
 地域の方々においては旧小学校の新たな活かし方など、参加者の方々においては新たな人や作品との出会い方な
ど、いろんな試みが含まれた展覧会であったと思います。 
 「沢山の人々に作品を見て頂いてこそ」という考え方もあるかもしれませんが、ギャラリートークをはじめとし
て、人の数より作品の感想や反応の密度こそが大切なのではないかと改めて感じました。今後、どのような密度を
見出すことができるのか？その折は引き続き、是非、沢山の方々に参加して頂けたらと思います。  

（「風と土のかたち」展担当：石津 勝） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
11/16（日）造形体験ワークショップ 

 
今回は、展覧会の会場にて、最終日の日曜日、造形体験ワークショップを開催しました。 

地元矢持の木工旋盤グループの方によるコマづくりを始め、ステンドグラスのペンダントトップ、フェルトのスト
ラップ等、ちょっとした造形体験のコーナーです。参加者は30名余り。見学者の方々始め、ご家族など、日頃体験
できる機会の少ない様々な「ものづくり」を楽しんでいただきました。 
 また、和室においては、会員の長谷川さんのお手製のお茶席も設けられました。鑑賞の合間に一服です。 

（担当 田井佳子） 

（フェルトをストラップに）      （足踏み式木工旋盤）     （コマづくり）     （お手前でちょっと一服） 

［2008/12/20発行 編集担当：田井 佳子］ 

‘０８「風と土のかたち」展を終えて…。 



 
 

 

 
 穴窯焼成の準備を進めています。 
学生ボランティアさんなどたくさんの方々のご協力のおかげで、３月末の穴窯焼成に必要な薪の準備ができました。 
ありがとうございます。11月16日には、穴窯を設計していただいた外礒先生と共に、窯の修繕も済ませました。 

 作品の持込み、お待ちしています。作陶会への参加、窯詰め・窯焚きのご協力もよろしくお願いします。 
  <今後の予定> 
  ・作陶会 ‥‥‥‥ １月18日（日）・２月22日(日) 各10時～17時 
  ・作品の持込み ‥ ２月22日（日）・３月20日（金・祝） 各10時～17時 
  ・窯詰め ‥‥‥‥ ３月22日（土）・23日（日） 各10時～ 
  ・窯焚 ‥‥‥‥‥ ３月26日（木）10時～ 終日24時間の作業 ～ 30日(月)までの予定  〔予備日31日〕 

                                （陶芸自主活動グループ「粘土カフェ」担当 田上早百合） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
   
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●恐縮ではございますが、継続会員の方の中でまだ入金されていない方は、年会費の入金をお願いします。 
郵便口座：００８９０－１－１０６３４６  NPOアーツ プラネット プラン フローム イガ 

●法人のホームページです。ご覧ください。「展覧会情報」のページもあります。会員の皆様の個展・グループ展など 
の情報を載せますので、事務局まで是非お知らせください。 

ホームページアドレス： http://www.appfi.org  事務局Ｅメール： contact@appfi.org 

会費納入のお願い ＆ 皆さまのご意見お待ちしています。 

 
 今回の研修旅行では、１月１０、１１日に石川県の「挽物轆轤技術研修所」など山中塗関連施設と福井県の「金津創
作の森」を訪れます。金津創作の森では、吹きガラスの体験と様々な分野で活躍中のアーティスト達が創作活動を行う
工房等を見学します。また、近隣の九谷焼美術館、中谷宇吉郎雪の科学館なども訪問の予定です。宿泊は山代温泉で、
北大路魯山人ゆかりの地です。 
次回のアトリエニュースで詳しい訪問記を掲載します。お楽しみに！！         （研修旅行担当 蒔田邦子） 

研修旅行の詳細が決まりました！ 

第２回実技講習会は「風と土のかたち」展会場の「矢持地区市民センター」にて、講師に伊賀市在住の松永ゆう子
さんを迎えて行いました。 
朝からお天気が心配されましたが、講習が始まる時間には雨も上がり、地元矢持の方にご案内していただき、まず

は染料の材料のひとつとして「ビワの葉」を採集。その後、山の中に入り、目にする植物について松永さんからいろ
いろな説明を受けながら辺りを散策しました。 
午後には、午前から参加の8名の方に新たに８名の方が加わり、調理室で染料の炊きだしを行った後、それぞれシ

ルクのマフラー、スカーフなどを染めました。午前に採集したビワの葉とアトリエ周辺や矢持で採集していただいた
栗のイガが中心です。松永さんは、家庭で出来る染色ということを大事にされていて、自宅でもやってみたいという
参加者の質問にも丁寧に応えてくださいました。 
やわらかな秋の色を写し取ったような仕上がりに、皆さん満足！！ ありがとうございました。  

（実技講習会担当 田井佳子）

        

（ビワの葉の採集）        （染めの作業）         （制作風景）       （完成作品を前に）

「粘土カフェ」の活動報告です。 

実技講習会「染織/草木染め」を開催しました。 

 
 年間活動計画に告知済みの第４回実技講習会『陶芸/型による磁器制作とアトリエ訪問』は、講師の方のご都合に
より次年度（2009年度）に延期となりました。ご了承をお願いします。内容を変更して、第４回目の実技講習会「陶
芸／穴窯焼成作品の作陶会」を、来年2009年2月21日（土）10時から17時、アトリエにて開催したいと思います。 
３月末の穴窯焼成を前提とした自由な作陶会として、一日中、自由な作品を制作することができます。引き続き翌日
の粘土カフェ作陶会にもご参加頂けます。奮ってご参加ください。            （実技講習会担当 石津 勝） 

実技講習会の内容変更のお知らせです。 


